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１ 鶴ヶ島市の子どもを取り巻く環境は  （４０分） 

 文部科学省は、全国の小中学校などで 2016 年度に認知

したいじめの件数が、前年度比 9 万 8,676 件増え、過去最

多の 32 万 3,808 件と発表しました。 

いじめ問題の深刻化を受け、文科省が今年 3 月「けんか」

や「ふざけ合い」もいじめと捉えるよう方針を改めたこと

で学校が積極的に認知したためとみられています。本市に

おいても小中学校のいじめや不登校が増加していることは

明らかになっています。 

今、本市の子どもを取り巻く環境では、「いじめ」「不登

校」「貧困」「学力」など様々な問題が生じています。 

 このような諸問題に対しまして、本市は今後どのような

対応をして行くのか、以下の質問をいたします。 

 

（１）いじめについて 

 ア いじめの現状について 

 イ いじめ防止策について 

 ウ 教師との関係について 

 

（２）不登校について 

 ア 不登校の児童・生徒の環境について 

 イ 主な原因について（増加傾向） 

 ウ 対策について 

 

（３）貧困について 

 ア 里親制度について 

 イ 子どもの貧困の現状は 

  （生活困窮世帯と学力との関連は） 

 ウ 就学支援の現状について 

 

（４）学力について 

 ア 全国学力・学習状況調査の結果について 

 イ 小中一貫教育について 

 ウ 教師の多忙と学力について 
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